
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

       

 

 

 

 

 

 

 

 



2月のトピックス 

・ ２月２日（金） 節分の豆まきをしました。 

   プレイルーム・食堂・作業棟・各自の部屋を「鬼は外、福は内」と大きな声で 

   豆をまいてまわりました。今年も福がたくさんありますように…。 

   豆はおやつで頂きました。みんな、年の数ほどは食べられないですね（笑）。 

 

 

 

 

 

 

 

 鬼役を交代で。 なぜか鬼も一緒になって、豆撒きしてる。。大丈夫か今年（笑） 

               

・ ２月８日（木） 綺羅の湯の駐車場に雪像見学に行って来ました。 

   大きな鎌倉があり、さっそく中に入って来ました。中は天井が高く、夜明かりが

灯ると幻想的なんだろうなと思ってしまいました。 

    あいにくの天気でしたが、今年は雪の日が多くなかなか外に出る機会が減

っていたので、ぐるっと一回り雪像を見て歩き、久々に良い運動にもなりました。    

                           表紙の答え 

                          かまくらの中へ 

向かってました。  
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友輝さんは… 

 中に座り込んで「わはは、わは

は」と大声で笑っていました。 

 



雪像見学の様子。その２ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハート形の雪像前にて。 

友輝さんを穴から救出する(笑) 

                          

 

 

 

 

・ ２月２２日（木） お雛様飾り 

 職員が段の設置を終えると、暁君がどんどんお人形を置いていきます。 

  置き場所・お人形の手に持つ物をほとんど覚えているので、他のみんなは箱

から出した物を暁君に手渡しするだけです。あっという間に飾り付けが終了し

てしまいました。 

「すごい記憶力だな～」と改めて感心してしまいました。 

あとは、ひな祭りを待つだけです。 
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育さんは… 

 入口の前でしゃがんで「いやんい

やん」と、頭を抱えていました。 

晶子さんの様子 

 入り口の所でずっと立ったままで、

とうとう入らず…残念。 

 



          生活の家 なかまたちのコメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              吉田晶子さん 

 

 

 

 

                                          川口育さん 

 

 

 

                         村瀬ルミさん 
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心からの贈り物に感謝致します。～日誌より 

 

２/19より。 

毎日、毎日降り続ける雪に、 

唯々呆れて空を見つめる日々。特に今年の

雪は生活の家が札幌よりニセコの地に移住し

てから、おそらく過去最大の積雪量ではないだ

ろうか。大雪の影響で 

施設内の暖房器具の排気孔が屋根からの

雪でうもれるほどの量。掘り出してはまた埋まる

の繰り返し。 

そしてこの日も大雪なうえに若者たちの泊り会

があります。夜中に屋根からの落雪で排気孔

が埋まらないか心配です。 

朝、7 時前。当番の私が朝食の支度に向か

生活の家へ向かいました。 

そ∼っと玄関を開けてみたら、中は静まり返っ

ている。7 時前には若者たちの声が聞こ

えるはずが・・まさか。排気孔が雪に埋まってガスが逆流した！？ 

不安がよぎりました。でも、思い違いが分かったのは職員が元気な姿を現したとき。 

正直ホッとしました。職員が「みなさん、まだ寝ているんです。」とのこと。 

きっと寒かったんでしょう。あぁ春が待ち遠しい。 

 

１・2月合併号で職員が生活の家のテレビが故障につき新たなテレビの寄付を募る記事を 

生活の家だよりに掲載したところ、早速ニセコ町内のペンション「コットンファーム」様より 

お申し出がありました。また幾人かの会員様よりからも連絡をいただいていました。 

ありがとうございます。この度はコットンファーム様からテレビの寄付を賜りました。 

 

寄付をいただいたテレビは以前、生活の家で使用していたものと同じ画面のサイズ（32型）です。 

新たなテレビはブラウン管ではなく、液晶型。（しかも、けた違いに軽い。） 

寄附をいただいた時期は平昌オリンピック真っ盛りのシーズン。 ぴったりのタイミングでした。 

大きな画面でスピードスケートやフィギュアスケートなどを若者たちみんなで 

見て応援できてほんとによかった。これもコットンファーム様のご配慮のたまものです。                              

会員様皆様並びにコットンファーム様そして、気にかけていただいたみなさまに感謝申し上げます。 

       （日誌は加筆・編集しています。O・T） 
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・吉田さん（盛岡市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お詫び： 編集後記は紙面上の都合で掲載できませんでした。 

＊生活の家ホームページ（https://nisekoseikatsunoie.jimdo.com/）にＰＤＦ版で掲載しています。 

                     -６- 

https://nisekoseikatsunoie.jimdo.com/

